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二
人間生活学部　児童教育学科　教授

専門分野 　特別支援教育、知的障害教育

人間生活学部　児童教育学科　教授 ／ 学科長

専門分野 　教員の養成や研修、学校運営の改善、表現活動の指導 等

人間生活学部　幼児教育学科　教授 ／ 学科長

専門分野 　音楽教育学、日本音楽教育史、邦楽文化、ピアノ 等

人間生活学部　児童教育学科　教授

専門分野 　幼児教育

人間生活学部　児童教育学科　准教授

専門分野 　教育の思想と歴史

人間生活学部　メディアコミュニケーション学科　教授／副学長 兼 学長補佐

専門分野 　教育工学、教育情報学、教育方法学、ICT 活用、メディア活用

活動の概要 活動の概要

活動の概要 活動の概要

地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

活動の概要 活動の概要

地域連携・社会貢献活動 地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

具体的な活動

地域連携・社会貢献活動
地域連携・社会貢献活動

具体的な活動
具体的な活動

【担当科目】 「生活とメディア」生活や社会に浸透しているメディアに関して、その特徴を理解し、上手に利活用す
るための知識や技術を学ぶ。

「プレゼンテーション技法」 効果的な情報伝達の方法を学ぶ。併せて、情報活用・問題解決の基本技法について学ぶ。
【研究内容】 学校教育現場での情報教育の在り方、ＩＣＴを活用した効果的な教育方法と授業設計、アクティブラー
ニング等と学習者の能力育成の関係や評価。

【担当科目】 「教育方法」「保育内容総論」「幼児理解の理論と方法」「保育内容の指導法（健康）」「教職実践演習」「教育実習」 等
【研究内容】 幼児期の協同性の育ちに関する研究、幼児の学びを保障する環境の構成、幼稚園における学校評価 等
文部科学省の委託を受けて、幼稚園・保育所の教職員と協働し、実践に基づく研究を行い、成果を文部科学省に報
告し、公表しています。

【担当科目】 「教育学概論」「道徳教育」 等
【研究内容】 私たちの教育観や教育の仕組みが欧米から多くの影響を受けて成り立っていることに着目し、ヨー
ロッパ、特にフランスの教育観や教育思想を近現代の思潮や社会の変化も含めて調べています（特に、教養形成
と教育）。また、道徳教育について理論・実践の両面から取り組んでいます。

〔共著〕『教育思想史で読む現代教育』（勁草書房 2013年）、『言語と教育をめぐる思想史』（勁草書房 2013年）、
『フランス教育における伝統と革新』（大学教育出版 2009年）

【担当科目】 「児童音楽文化論」
幼児音楽、唱歌などの歴史的研究から、今後の子どもの音楽教育を考えていく。

【研究内容】 洋楽と邦楽の両観点から音楽と生きるということはどういうことかということを考えていく。
日本の音楽教育の在り方を追求する。

施設・病院などでの演奏活動を多くこなしている。
季節に合った音楽をピアノ演奏、邦楽演奏などを通して提供し、心の豊かになるよう援助活動をしている。

「邦楽演奏活動」清瀬三曲連盟所属。筝・三絃・尺八演奏による演奏活動。
アンサンブル「奏」所属。本格的な邦楽演奏会を開催。

特別支援学校教諭免許取得にかかる授業を担当している。また、特別支援教育に関するボランティア活動や研究に
ついて指導している。
特別支援教育の体制整備及びインクルーシブ教育システムの推進に関する研究、知的障害教育における学力問題など
を研究テーマとしている。
地元世田谷区における知的障害者福祉施設を運営している社会福祉法人にかかわりをもち、仕事をしている。

【担当科目】 「表現活動（基礎）」歌唱、朗読、身体表現に関する教材を使って、子どもをいきいきとさせる方法を学びます。
「教育学概論」教える、学ぶことの意味や歴史について学びます。
【研究内容】 「授業を核とする学校づくり」授業や表現活動の充実によって、子どもの学力を高める教育実践を研究
しています。

「斎藤喜博研究」斎藤喜博が行ってきた授業研究や学校づくりについて研究しています。

朝霞市就学支援委員会委員長 ／ 文部科学省学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議委員
都立特別支援学校学校運営連絡協議会委員 ／ 埼玉県立特別支援学校学校評議員

【地域との共同研究】埼玉県比企郡小川町腰越地区の腰上で、地域を活性化する方
法について勉強しています。

【学校支援】沖縄県沖縄市立泡瀬小学校、埼玉県志木市立宗岡第二小学校、
埼玉県和光市立第三小学校の学校づくりに協力しています。

特別支援学校、特別支援学級等の特別支援教育に関する研究会の講師、特別支援教育に関する教員の研修会講師、特別支援教育に関する
一般の理解啓発を図るための講演会講師等を行っている。また、特別支援学校の学校評議員会委員として学校運営等への意見を述べている。

学校で行われている授業研究のお手伝いをします。授業の最中に学び合う「介入授業」を指導します。
【表現活動への支援】歌唱や朗読、身体表現などの指導について、具体的にアドバイスします。
【地域活動への支援】中山間地域などの振興について、学生と一緒に考え、ともに活動します。

本学 地域連携推進機構 地域教育開発部門長 ／ 地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）（宇都宮
大学）円卓会議委員 ／ 教員研修センター 新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト企画委
員会 委員 等

公益社団法人全国幼児教育研究協会（理事長） ／ （文科省）幼児教育に関する調査研究拠点の整備に向けた検討会
議委員 ／ 東京都私立幼稚園連合会 ／ 免許更新講習講師 ／ 群馬県、大阪府、台東区、習志野市等、全国各地の幼
児教育研修会講師

本学ＣＯＣ事業の推進にあたり、地域志向教育プログラムの企画・開発、学生活動のイベント企画等にあたっている。
毎年、幼児教育に関する研究大会（平成27年度は北海道、参加者約500名）や教育経営研修会（同、熊本、約250名）を開催し、文部科学省から
の最新情報の提供や各地の教育実践発表・提案を受け、研究協議を行っています。研修会の講演では、各地区の課題に対応し、幼児期の学び
の特性に応じた保育の在り方について解説します。

総合表現「利根川」を
発表する学生たち［沖縄・泡瀬小］

4 　　  十文字学園女子大学　教員ナビ  

01.教育学

5Jumonji University

01.教育学



教
育
学

心
理
学

子
ど
も
学
・
福
祉

食
・
栄
養

経
済
学
・
経
営
学

社
会
学

メ
デ
ィ
ア
・
情
報
・
自
然
科
学
・
医
療

文
化
・
文
学

言
語
学

芸
術
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ

教
育
学

心
理
学

子
ど
も
学
・
福
祉

食
・
栄
養

経
済
学
・
経
営
学

社
会
学

メ
デ
ィ
ア
・
情
報
・
自
然
科
学
・
医
療

文
化
・
文
学

言
語
学

芸
術
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ

齋
さ い と う

藤 忍
し の ぶ

齋
さ い と う

藤 千
ち か げ

景

高
た か は し

橋 京
き ょ う こ

子
人間生活学部　健康栄養学科　教授

専門分野 　健康増進論、保健体育科教育学

人間生活学部　人間発達心理学科　准教授

専門分野 　学校保健、養護学

人間生活学部　児童教育学科　准教授

専門分野 　特別支援教育、発達障害教育

活動の概要

活動の概要

活動の概要

地域連携・社会貢献活動

地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

地域連携・社会貢献活動

【担当科目】 「特別支援教育概論」「特別支援教育指導法」「知的障害教育概論」等
【研究内容】 ・LD・ADHD児等、多様な学びを支える支援に関する研究
	 ・自閉症スペクトラム児へのソーシャル・スキル・トレーニングに関する研究
	 ・地域支援ネットワークの構築に関する研究

【担当科目】 「養護概説」「健康相談活動」「子どもの生活と保健」
【研究内容】 ・養護学の学問体系に関する研究
	 ・養護実習に関する研究
	 ・養護教諭の資質を高めるための方策についての研究（ケースメソッド教育の効果に関する研究）

【担当科目】 「体育原理」「保健体育科教育法」
【研究内容】 ・健康寿命の延伸は、超高齢社会を迎えたわが国において重要な意味をもつ。社会体育、学校体育の
分野でどのようにこの国を支えていくかを考え、行動している。
・小中一貫、コミュニティスクールの展開は、学校教育の充実と地域コミュニティの構築のため、実現すべき課

題である。具体的な手法を広めることを使命と考えている。

・さつまいもプロジェクト、ダンスパフォーマンスなどの学生の社会貢献
活動の指導。

・地域のシニア世代の方々を対象としたシニア健康教室の開催。
・ 小中一貫、コミュニティスクールについて、講演、実施に向けた指導助言。

ケースメソッド教育を用いて行う研修を教員、養護教諭、コメディカルを対象に実施
放課後児童指導員認定資格研修講師

平成23年、さつまいもプロジェクトが始まった。新座市の特産品を目指して生産を始めた芋焼酎「指月喝」の材
料となるさつまいもの栽培に協力することで、さつまいも50kgをいただける。そのさつまいもでお菓子を作り、
新座市のイベントで販売し、その収益を東北支援につなげてきた。「おいしかったよ」「よく頑張るね」励ましの
声が学生たちに元気と勇気を与えてきた。地域の方々に支えられ、さつまいもプロジェクトは6年目を迎える。

・新座市就学支援委員会委員
・新座市教育相談センター巡回相談員

冨
と み や ま

山 哲
て つ や

也

西
に し わ き

脇 二
ふ た ば

葉

日
ひ で ま

出間 均
ひ と し 人間生活学部　児童教育学科　教授

専門分野 　算数科教育学（小学校算数科の授業づくりに関連した研究）

人間生活学部　幼児教育学科　有期助手

専門分野 　保育史、生涯教育

人間生活学部　児童教育学科　教授

専門分野 　国語科教育（小学校、中学校）

活動の概要

活動の概要

活動の概要

地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

【担当科目】 「初等国語科教育」「授業研究」「国語」「読書と豊かな人間性」「生徒指導」他
【研究内容】 ・小学校・中学校国語科の指導と評価についての実践的な研究
	 ・言語活動の充実、アクティブ・ラーニングなど、学力向上と学習指導に関する研究
	 ・絵本に関する研究 等

保育施設の原理を歴史的に考察している。

【担当科目】 「初等算数科教育」「算数」「授業研究」「教職入門」「教職基礎演習」
【研究内容】 ・小学校算数授業の指導法・指導技術・教材開発についての研究
	 ・小学校現職教員の研修プログラムの確立についての研究
	 ・算数科における問題解決学習の在り方についての研究

・清瀬市立清明小学校算数科授業研究（2016 〜 2017年）
・指導講師及び学校外向けの研究発表会の企画運営指導
【ＣＯＣ事業（2015年度）】
・地域志向教育推進「小学校現職教員における授業力向上研修プログラムの確立と教員養成カリキュラムの融合」

COC事業「新座市立野寺小学校現職教育プラン」の実施
野寺小学校と合同で現職教員の研修プログラムの在り方を探っている。算数科と体育科を中核にして、授業実践力及び教材研究に関する資
質を向上させる研修を企画し、実施している。小学校教員を志望する学生も適宜研修に参加し、体験的に研修の在り方を学び、意識改革を
図る。

新座市学校評価第三者評価委員 ／ 新座市国語主任研修会講師 ／ 新座市子ども暗唱・弁論大会審査員
清瀬市公立学校学力向上戦略会議（座長） ／ 新座市、和光市、志木市、東京都府中市の小学校における校内研修（国
語）講師 等

・新座市国語主任研修会においては、研究授業の事前検討会から参加し、児童が主体的に学習する授業づくりについて一緒に考えました。研
究授業当日は、本学の学生も多数参観させていただきました。

・清瀬市公立学校学力向上戦略会議では、清瀬市の子供に求められる学力、それを育成するための方策について協議してきました。結果を、
教育長に答申しました。

新座市収穫祭に出店。雨模様の天気にもかかわらず完売。
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子
人間生活学部　児童教育学科　教授 ／ 地域連携推進機構 副機構長

専門分野 　教育評価、生涯学習、地域連携

人間生活学部　児童教育学科　有期助手

専門分野 　教育心理学、教育工学、作文指導、文章産出

人間生活学部　語学教育セクター　教授 ／ セクター長

専門分野 　英語教育

活動の概要

活動の概要

活動の概要

地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

地域連携・社会貢献活動

【担当科目】 「英語Ⅰ」「アドバンスト・リーディング」「アドバンスト・リスニング」「インターネット英語」「異文化
理解」等。「インターネット英語」では、ネット上で利用可能な英語学習サイトやスマートフォンアプリなどを紹介
し、自律的な学習習慣を身につけることを目標としています。

【研究内容】 小学校英語教育、外国語の習得などに関すること

「上手に作文を書けるようになるには、どのような指導や方法を取ったらいいか」といった内容について、教育心理
学的な観点から研究を進めている。特に、状況や出来事について説明する「状況説明文」をメインに扱っている。
修士論文では、「状況説明文の記述と評価の関連性の検討」という題目で、文章の記述だけでなく評価の観点からも
わかりやすさ向上のための方法を検討するという研究を行った。

【担当科目】 「生涯学習概論」「学校制度論」「教育方法」「地域で学ぶ」「埼玉の地理・歴史・文化」等
【研究内容】 地域連携活動を核に生涯教育制度やボランティアの効果、町おこしについての研究を進めている。

「ふるさとの緑と野火止用水を育む会」の創設 ／ 石巻支援活動（経済産業省草の根 NPO 等支援活動） 
彩の国ふるさと支援隊（中山間支援 神川町 阿久原地区） ／ 商店会支援活動 ／ 緑のバトン運動（被災地緑化）
ネパール学校支援活動 等

学生ボランティアサークル「ゾウキリンくらぶ」を設立し、メンバーとともに地域の皆様との連携活動
を展開中。近年は新座ふるさと商店会や商工会青年部との連携も進んでいる。

特定非営利活動法人「小学校英語指導者協議会」のトレーナー検定委員として、検定試験の審査に関わってきまし
た。また、社会人を対象にした小学校英語指導者養成講座を企画・運営してきました。

被災したネパールの小学校に制服を届けています
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人間生活学部　児童教育学科　教授 ／ 教職課程センター長 

専門分野 　幼児教育や義務教育の制度、教員養成・育成の内容と方法、　
	 教育内容・方法

人間生活学部　児童教育学科　教授

専門分野 　英語教育、教育行政、学校経営

人間生活学部　児童教育学科　教授 ／ 副学長（教育担当）
専門分野 　小学校教育、学校経営、学級経営、算数科指導法、教育課程、

	 教材研究法

活動の概要

活動の概要

活動の概要

地域連携・社会貢献活動

地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

具体的な活動

地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

【担当科目】 「算数」「初等算数科指導」「教職実践演習」「教職演習」
【研究内容】 教科教育と学級経営

【担当科目】 「英語科教育法」「教職入門」「道徳教育・特別活動論」 等
【研究内容】 ・専門的に英語指導ができる教員養成
	 ・英語を通じたコミュニケーション能力の育成
	 ・小学校外国語活動の効果的な指導法

【担当科目】 「保育制度・保育政策論」「初等理科教育」「教育原理・教育制度」「教育課程論」等
授業は、反転学習や集団討議法等の創造性開発をねらいとした内容・方法で構成し、学生が思考力や表現力を高め、
基礎となる知識・技能を修得するとともに、主体的に問題解決していく講義・演習を主として実践。

【研究内容】 ①就学前教育 ②教員養成・育成 ③都市再生 ④人権教育 ⑤理科教育
①就学前教育と義務教育のカリキュラムや教育内容・方法の改善とその普及　②本学と連携する基礎的自治体と共同による
教員養成・教員研修（育成）の改善とその普及　③基礎的自治体の「まちづくり」や生活困窮者支援等の具体的方策に関する
実際とその普及　④意識下にある偏見や個々人の自己評価（自己概念の形成）と自己肯定感等の課題解決に係る研究とその成
果の普及　⑤理科教育を基本としての科学的な見方考え方を育成する学習指導や授業デザインに関する実践的な研究と普及

「東日本大震災』被災地支援活動（宮城県、福島県）／「まちづくり事業体」等の展開に係る基礎的自治体の取組みに参与 ／基礎的自治体の教育委員 ／ 基礎的自治体の事務事業
評価委員 ／ 基礎的自治体における「いじめ問題専門家会議」委員／ 基礎的自治体における生活困窮者支援事業への参与 ／ 公私立小中高等学校における教育研究研修等の支援

・地域支援ボランティアサークル「ゾウキリンくらぶ」
・ふるさとの緑と野火止用水を育む会
・第8期中央教育審議会臨時委員
・英語教育強化地域拠点事業（武蔵村山市）運営指導委員
・全日本中学校長会顧問
・日本中学校体育連盟参与

・学生とともに汗を流して義援金を生み出し、これを被災地に届けたり、被災地に出向いて復旧のためのボランティア活動を行っている。
・民生費の増大に伴う基礎的自治体の財政問題の解決を目指した「まちづくり事業体」等の創生を目指した取組みに参与している。
・就学前教育や義務教育等の推進に係る運営に参与し、教育水準の向上させるための提案や、学校等を訪問し、助言などの取組を行っている。
・基礎的自治体における「いじめ問題専門家会議」委員など、学校教育等の課題解決や幼児児童生徒の健全育成に係る助言などの取組を行っている。

・地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC ＋）の推進
・小学校における外国語（英語）の教科化を見据え、英語教育における専門性を有する教員の養成

・埼玉県：新座市、朝霞市、志木市の小学校研究の支援。　　　　　　　　　　　
・東京都：三鷹市、調布市、東大和市、青梅市等の小学校研究の支援。　　　　　　　
・小学校算数科教科書の編集、指導書の執筆。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・新算数教育研究会本部役員。同月刊誌執筆。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・明治図書、東洋館出版の算数科、学校課題の執筆

小学校、地教委の研修支援

活動写真
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人間生活学部　児童教育学科　准教授

専門分野 　言語・コミュニケーション障害学、肢体不自由教育

人間生活学部　児童教育学科　教授

専門分野 　体育科教育学（小学校体育科の授業づくりに関連した研究）

活動の概要

活動の概要

地域連携・社会貢献活動

地域連携・社会貢献活動

【担当科目】 「初等体育科教育」「体育」「教職発展演習」「教材研究 A・B」　「授業研究」「身体運動Ⅰ・Ⅱ」
「保育内容の指導法（健康）」　　
【研究内容】 小学校体育授業の指導法・指導技術・教材開発、および、小学校現職教員の研修プログラムの確立に関
する研究を取り組んでいる。

【担当科目】 「肢体不自由教育課程論」「重複障害教育概論」等
【研究内容】 ・初期コミュニケーション評価と支援方法の開発
	 ・障害のある子どもの学習評価と授業改善
	 ・乳幼児期の社会的認知（共同注意）の発達と支援
	 ・I CTを活用したコミュニケーション支援

・新座市巡回相談カウンセラー
・教育委員会、特別支援学校等における研修講師
・外部専門家として特別支援学校における教育活動支援
・特別支援学校における共同研究

・和光市立北原小学校体育授業研究（2014 〜 2016年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
指導講師および学校外向け中間発表会の企画運営指導

【ＣＯＣ事業（2015年度）】
・地域志向教育推進「小学校現職教員における授業力向上研修プログラムの確立と教員養成カリキュラムの融合」

具体的な活動

上記に示した2015年度 COC事業では、新座市立野寺小学校と合同で現職教員の研修プログラムの在り方を探り、算数科と体育科を中核に
して、私的な研修会参加や講演会実施の有効性、研究授業と授業後協議会の設定を切り口に研究を進めた。2016年度も研究を継続する予定
である。（申請中）
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人間生活学部　幼児教育学科　准教授

専門分野 　発達心理学、認知心理学

人間生活学部　人間発達心理学科　教授 ／ 学科長

専門分野 　発達臨床心理学

人間生活学部　人間発達心理学科　教授

専門分野 　認知心理学、実験心理学、発達教育工学

活動の概要

活動の概要

活動の概要

地域連携・社会貢献活動

地域連携・社会貢献活動

具体的な活動

具体的な活動

地域連携・社会貢献活動

【担当科目】 「心理学概論」「認知心理学」「心理学実験実習」「文化と発達」等
【研究内容】 心理学実験の手法を用いて、人間の反応や行動のメカニズムを調べています。また、子どもたちの「科
学的思考力」の育成に向けて、五感を通して体験的に学べる授業プログラムや教材の開発などに取り組んでいます。

【担当科目】 「発達臨床心理学」「障害児・者の心理臨床」「乳幼児期の心理臨床」等
【研究内容】 自閉スペクトラム症児に対しては、さまざまな支援が実施されていますが、日常生活への効果に関す
るデータは少なく、十分な科学的検証に基づいたものは多くありません。そこでかれらのコミュニケーション能
力に対する多角的実証データに基づいた養育者による日常的支援を行うために、かれらのコミュニケーション能
力の特徴の把握とその関連要因の解明を行っています。

【担当科目】 「保育心理学」「青年心理学」「児童学研究法」
【研究内容】 ・幼児期からの論理的思考力の発達
	 ・ことばの発達と思考力との関係
	 ・幼児期の家庭教育における親子のかかわり方
	 ・幼児期のスマートフォンやタブレット端末の使用

【COC 事業の取組み】十文字学園女子大学人材育成方針「Jモデル」開発のための基礎的研究（代表）
【その他社会貢献活動】①平成25-26年度文部科学省国立教育政策研究所プロジェクト研究「子どもたちの論理的な
思考力の育成にかかわる調査研究」協力者会議委員、ワーキンググループ主査
②ベネッセコーポレーション幼児通信教育講座「こどもちゃれんじ」委託研究員

・自閉スペクトラム症の方たち及びその保護者の方たちへの支援
・子育て支援士養成講座講師
・元日本臨床発達心理士資格認定委員
・元足立区就学支援委員 等

生涯にわたる「生きる力」、特に自ら考える力を育成するために、幼児期から何をどのように家庭の中で行うことが好ましいかについての研
究を進めています。研究の知見に基づいて、都内および近県の幼稚園・保育園からの依頼により講演を行ったり、雑誌の取材などに応じて
います。特別ではない、誰もが少しの意識で実践できることを、研究の成果をもとに伝えていくことを心がけています。

埼玉県内の幼稚園・埼玉医科大学・東京電機大学と連携して、埼玉医科大学総合医療センターにおい
て、定期的に自閉スペクトラム症の子どもたちとのグループ活動を本学の学生とともに実施してい
ます。同時にその保護者の方たちの相談に応じたり、情報交換をしたりしています。

【講演活動】①一般向け心理学入門シリーズ：「こころのサイエンス」「こころの発達と教育」「こころの健康を考え
る」「推測する力を育む−体験教育について考える」など。　
②中学生・高校生のための心理学入門シリーズ：「人間を科学する−心理
学の学問としての魅力」「クリティカルシンキング入門−自分の“思考”を
思考する」など。

【委員会活動】日本心理学会代議員（関東地区）、日本基礎心里学会理事、「と
やま科学オリンピック」実施委員会委員長、都内区立中学校外部評価委員
長 など。 

【産学連携】JTB 法人東京「旅いくプログラム」開発研究、株式会社 KDDI
「モバイルを活用した実証実験」研究 など。
【科学館との連携】子ども向け「実験心理学ワークショップ」の開催 など。 子ども向け「心理学実験ワークショップ」の様子

／基礎心理学研究第34巻1号「報告」より

自閉スペクトラム症の子どもたちとのグルー
プ活動
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